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　小国バドミントンスポーツ少年団は、毎週火、木、
土曜日に小国小学校体育館で活動しています。
　10月20日のフットワークの練習では、指導者の大
河原国之さんから「足を止めずに動くことが大事。
いかにシャトルに早く入れるかを意識して」と指導
を受け、子どもたちは、リズミカルに体を動かして
いました。
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今
年
度
か
ら
町
で
は
、
森
林
や
食
、

文
化
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
景
観

な
ど
の
白
い
森
の
魅
力
を
組
み
合
わ
せ

た
新
し
い
産
業
づ
く
り
を
目
指
す
「
森

林
空
間
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
町
に
お
い

て
15
年
以
上
前
か
ら
推
進
し
て
い
る
森

林
セ
ラ
ピ
ー
を
含
め
、
小
国
町
全
体
で

森
林
浴
等
の
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
体

験
で
き
る
滞
在
型
の
観
光
・
健
康
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
山
や
森
林
に
関
心

の
あ
る
か
た
を
対
象
に
し
た
新
し
い
ガ

イ
ド
の
育
成
や
試
行
的
な
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
10
月
14
・
15

日
に
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
創
出
セ
ミ
ナ

ー
と
森
林
浴
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

白
い
森
の
魅
力
を
活
用
し
た
新
し
い
産
業
づ
く
り
に
一
緒
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

セ
ミ
ナ
ー
で
は
一
般
社
団
法
人
森
と
未

来
の
小
野
な
ぎ
さ
さ
ん
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、
森
の
持
つ
力
、
森
林
浴
の
可

能
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
翌
日
に
健

康
の
森
横
根
で
行
っ
た
体
験
会
で
は
、

森
ヨ
ガ
や
森
林
浴
を
と
お
し
て
、
森
で

得
ら
れ
る
癒
し
や
心
地
よ
さ
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
重
ね
て
、
町
外
か
ら

人
を
呼
び
込
む
新
た
な
産
業
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
、
ぜ
ひ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲10/14　多くのかたが集まったセミナー

　白い森おぐにの魅力がつまった滞在型のプログラムを一緒に考える
ワークショップです。
　山や森、町の未来に関心のある方ならどなたでもご参加いただけます。
　お誘いあわせのうえ、ぜひぜひご参加ください。

第１回　11月25日㈮　18：30～20：30

第２回　12月８日㈭　18：30～20：30

※全２回の講座となり、両日参加できるかたが対象です。

会　場　おぐに開発総合センター集会室（両日）　

コーディネーター　株式会社さとゆめ　久保信也さん

アドバイザー　（一社）森と未来　 小野なぎささん

■申込・問合先　総合政策課　政策企画担当（☎62－2264）へ

白い森の新たな滞在型プログラムづくりワークショップ
森林空間活用プロジェクト
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◆16歳以上のかたのワクチン接種について

　町では10月よりファイザー社製BA.1株対応ワクチンでの接種をすすめているところですが、国から新

たに配分されるファイザー社製BA.4-5株対応ワクチンを今後は使用します。切り替え時期は11月14日㈪

からの予定です。場所は引き続き健康管理センター会場です。

　11月の実施日は、11月７日㈪以降の毎週月曜日と木曜日になります。なお、対象者には順次案内を送

付しています。

※BA.1株対応ワクチンとBA.4-5株対応ワクチンについて(※厚生労働省ホームページ)

　BA.1、BA.4-5は、いずれもオミクロン株の種類（亜系統）です。抗原性（免疫反応を引き起こす性質）

について、オミクロン株と従来株との間の差に比べ、BA.1とBA.4-5との間の差は大きくないことが

示唆されています。

　オミクロン株対応２価ワクチンは、BA.1対応型であっても、BA.4-5対応型であっても、オミクロ

ン株の成分を含んでいるため、現在流行の中心であるオミクロン株に対し、従来の１価ワクチンを

上回る効果が期待されています。

　また、従来株とオミクロン株の２種類の成分があることにより、誘導される免疫も、より多様な

新型コロナウイルスに反応すると考えられるため、今後の変異株に対しても有効である可能性がよ

り高いことが期待されています。

◆12歳（小学校６年生）から15歳（中学校３年生）のオミクロン株ワクチン接種について

　小児科にて11月17日㈭からオミクロン株対応ワクチン接種を開始します。使用ワクチンはファイザー

社製BA.4-5株対応ワクチンです。対象者には順次案内を送付しています。

◆５歳から11歳のワクチン接種の３回目接種について

　小児科にて10月26日㈬から小児用コロナワクチンを接種しています。対象者には順次案内を送付して

います。

◆６カ月から４歳のワクチン接種について

　ファイザー社製の乳幼児用コロナワクチンを用いて接種ができるように準備中です。対象となるお子

さんのいるご家庭には、接種についての案内を送付いたします。接種開始時期は12月の予定です。

※初回接種（１回目・２回目）を希望するかたについては、使用するワクチンが異なることから健康福祉

課までお問い合わせください。

■問合先　健康福祉課地域保健担当（☎61ー1000）へ

今後の新型コロナウイルスワクチン

接種についてのお知らせ
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地域に開かれた医療を目指して地域に開かれた医療を目指して
～いやしの園見学会～～いやしの園見学会～

　小国町立病院（以下町立病院）は昭和25年に小国郷国保病院として開院してから、町

民の皆様の健康を守る役割を果たしてきました。その後、地域包括ケアシステムの基幹

施設として平成11年５月に現在地に移転新築し、健康管理センター、介護老人保健施設

温身の郷（以下温身の郷）と併せ「癒しの園」は地域医療を支えてきました。

　近年、人口減少が進む中、利用者のほとんどが町民である町立病院では、人口減少が

利用者の減少に直結しています。そうした現状に対応するため、令和４年３月に「小国

町立病院経営強化プラン」を策定し、経営強化を図っています。今月は、10月15日に初

めて開催した「いやしの園見学会」の様子をお知らせするとともに、地域に開かれた医

療を目指す町立病院の取り組みを紹介します。

　

町
立
病
院
は
、
昭
和
25
年
に
開

院
し
、
そ
の
後
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
基
幹
施
設
と
し
て
、
平

成
11
年
５
月
に
現
在
地
に
移
転
新

築
し
、
同
時
期
に
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
、
翌
年
に
温
身
の
郷
を
設
置

し
、
一
帯
を
「
癒
し
の
園
」
と
し

て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　

小
国
町
で
は
、
人
口
減
少
が
続

き
、
国
勢
調
査
で
は
、
町
立
病
院

の
移
転
新
築
を
検
討
し
て
い
た
平

成
７
年
の
１
０
７
１
２
人
に
対

し
、令
和
２
年
は
７
１
０
８
人
と
、

お
よ
そ
３
分
の
２
ま
で
減
少
し
ま

し
た
。
施
設
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど

が
町
民
で
あ
る
た
め
、
そ
の
影
響

は
大
き
く
利
用
者
減
少
に
つ
な
が

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
医
療
連

携
の
一
つ
と
し
て
、
手
術
や
高
度

治
療
は
専
門
病
院
や
大
規
模
病
院

に
委
ね
、
こ
れ
ま
で
長
期
間
の
入

院
を
必
要
と
し
、
町
立
病
院
で
療

養
し
て
い
た
患
者
も
、
専
門
病
院

の
短
期
間
の
入
院
で
終
了
す
る
よ

町
立
病
院
の
現
状
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国
の
指
針
に
よ
り
、
町
立
病
院

で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
公
立
病

院
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
（
平
成
21
年
度

小
国
町
立
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
始
動

特集　地域に開かれた医療を目指して　～いやしの園見学会～

う
に
な
る
な
ど
、
医
療
環
境
も
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
、
利
用
者

は
入
院
外
来
と
も
、
減
少
が
続
き
、

医
業
収
支
が
悪
化
す
る
一
方
で
、

町
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
多

額
に
な
り
、
病
院
の
経
営
状
況
の

悪
化
の
み
な
ら
ず
、
町
の
財
政
に

も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。

～
令
和
２
年
度
）。
今
後
、
さ
ら

な
る
人
口
減
少
の
見
込
み
や
他
の

病
院
等
と
の
機
能
分
化
が
進
む
こ

と
な
ど
か
ら
、
将
来
的
に
病
院
の

規
模
や
機
能
を
縮
小
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

本
町
の
地
理
的
特
性
か
ら
不
採
算

な
部
門
で
あ
っ
て
も
、
一
定
水
準

の
医
療
の
体
制
を
確
保
し
、
持
続

可
能
な
病
院
経
営
を
目
指
す
た

め
、
令
和
４
年
３
月
に
「
小
国
町

立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ラ
ン
で
は
、
町
立
病
院
の

役
割
に
つ
い
て
住
民
か
ら
の
理
解

を
得
る
こ
と
の
重
要
性
を
次
の
と

お
り
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

〝
町
立
病
院
は
、
町
民
の
た
め

の
病
院
で
あ
り
、
町
民
の
信
頼
な

く
し
て
病
院
の
経
営
は
成
り
立
た

な
い
〟
と
し
、〝
町
立
病
院
広
報

誌
「
ほ
っ
と
通
信
」
の
発
行
や
町

立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報

発
信
、
「
あ
な
た
の
声
」
に
よ
る

意
見
や
地
域
で
の
医
療
懇
談
会
の

開
催
、
ま
ち
か
ど
医
療
相
談
で
の

情
報
交
換
な
ど
、
多
様
な
機
会
と

媒
体
を
通
じ
て
町
民
の
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
〟
と
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
10
月
15
日

に
開
催
さ
れ
た
「
い
や
し
の
園
見

学
会
」
に
つ
い
て
、
伊
藤
宏
町
立

病
院
長
に
聞
き
ま
し
た
。
「
普
段
、

町
立
病
院
を
利
用
す
る
か
た
は
、

イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
本
病
院
を
含
め
た
癒

し
の
園
に
は
、
医
師
や
看
護
師
以

外
に
も
様
々
な
職
種
の
人
が
関
わ

っ
て
い
ま
す
。
体
調
を
崩
し
た
か

た
が
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
す
に

は
、
も
ち
ろ
ん
医
療
・
介
護
の
現

場
で
働
く
人
が
必
要
で
す
が
、
そ

の
橋
渡
し
を
す
る
人
も
必
要
で

す
。そ
う
し
た
人
が
い
る
こ
と
を
、

も
っ
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
本

施
設
の
大
き
な
特
徴
は
『
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
の
拠
点
と
し

て
の
活
動
で
す
。
お
年
寄
り
は
、

悪
く
な
っ
た
と
こ
ろ
だ
け
治
療
し

て
も
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
落
ち
た

体
力
を
リ
ハ
ビ
リ
で
取
り
戻
し
、

そ
れ
で
も
元
通
り
に
な
ら
な
い
部

分
を
、
ど
う
し
た
ら
こ
れ
ま
で
と

同
じ
生
活
に
近
づ
け
る
か
、
医
療

と
介
護
の
す
り
合
わ
せ
を
し
、
一

体
と
な
っ
て
患
者
を
治
療
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
医
療
・
介
護
が

可
能
な
癒
し
の
園
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
医
療
に
携
わ
る
か

た
が
必
要
で
す
。
こ
の
見
学
会
を

通
し
、
町
民
の
か
た
に
本
施
設
の

内
側
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
う
し

た
力
を
貸
し
て
も
ら
え
る
か
た
が

増
え
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま

す
。」

伊藤宏病院長

患者数（人） 一般会計の負担
人口

（年度） 入院・外来合計 町民一人当たり（円）

H27 57,183 36,607 8,195

H28 53,048 40,453 8,034

H29 54,223 47,673 7,887

H30 52,635 50,260 7,680

R1 47,851 56,406 7,508

R2 39,140 58,061 7,303

入院・外来患者数、一般会計の推移

広報おぐに　2022.11
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特集　地域に開かれた医療を目指して　～いやしの園見学会～

風
船
釣
り
ゲ
ー
ム

あ
な
た
の
体
は
何
歳
？

ち
ゃ
ん
と
手
洗
い
で
き
る
？

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
で
見
て
み
よ
う
！

　新型コロナウイルス感染症の対策として、
医療従事者が着る防護服の試着体験会を行
いました。試着した本木美千子さん（小国
小坂町）は「暑く動きづらいことがわかり
ました。この状況で働いているかたがたは
大変だと思います。テレビ報道等で話は聞
いていましたが、実際に着ると実感します
ね。」と話してくださいました。

コロナ戦隊体験コーナー

　実際にデイサービス送迎車に乗車し温身
の郷のリハビリ室や３階展望風呂等の見学
を行いました。参加した佐野惠子さん（杉沢）
は「なかなか入ることのない施設に入るこ
とができ、良かったです。どういった介護
をしているかも知ることができ、こうした
体験会は良いと思います。」と話してくださ
いました。

温身の郷見学ツアー

眺めの良い展望風呂を見学

コロナ戦隊に変身してガッツポーズ

いやしの園
見学会 歯

科
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

輪
投
げ
体
験

　多くの来場者を
迎えた当日の様子
をご紹介します。

広報おぐに　2022.11
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特集　地域に開かれた医療を目指して　～いやしの園見学会～

地
域
に
開
か
れ
た
医
療

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
受
け
、
全
国
各
自
治
体

の
医
療
機
関
は
感
染
者
の
治
療
は

も
と
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど

対
応
に
奔
走
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
伊
藤
病
院
長
は
「
本
町
で

も
町
立
病
院
を
中
心
に
町
内
各
医

療
機
関
や
町
内
在
住
の
医
師
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
町
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
割
合
は
、
県
内
で
も

非
常
に
高
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
結
果
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
感

染
者
が
発
生
し
て
も
、
長
期
的
な

拡
大
に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
町
民
と
町
立
病
院
双

方
の
協
力
が
今
後
も
必
要
と
な
り

ま
す
。
さ
ら
な
る
町
民
の
町
立
病

院
へ
の
信
頼
を
深
め
る
た
め
、
い

や
し
の
園
見
学
会
の
ほ
か
に
も
、

民
生
児
童
委
員
等
の
福
祉
関
係
者

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

「
こ
こ
ろ
元
気
に
す
ご
す
た
め
に

　
　

～
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
対
策
と
う
つ
予
防
に
つ
い
て
」

　

講
師
：
山
形
県
立
保
健
医
療
大
学　

　
　
　
　

大
学
院
保
健
医
療
学
研
究
科　

教
授　

安
保
寛
明　

氏

　

い
や
し
の
園
見
学
会
同
日
に
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
「
こ
こ
ろ
元

気
に
す
ご
す
た
め
に
～
日
頃
の
ス

ト
レ
ス
対
策
と
う
つ
予
防
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
山
形
県
立
保
健
医

療
大
学
大
学
院
保
健
医
療
学
研
究

科
の
安
保
寛
明
教
授
に
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
自

殺
対
策
緊
急
強
化
事
業
・
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
講
演
会
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

安
保
教
授
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
（
こ
こ
ろ
の
健
康
）
に
は
生
活

の
近
く
に
知
り
合
い
が
い
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
こ
れ
が
今
日
の
本

質
で
す
。
」
と
の
言
葉
で
切
り
出

し
、
ス
ト
レ
ス
が
不
快
な
こ
と
で

は
な
く
、
負
担
に
感
じ
る
こ
と
や
、

ス
ト
レ
ス
対
処
を
計
画
的
に
行
う

こ
と
が
重
要
だ
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
50
人
を
超
え
る

か
た
が
訪
れ
、参
加
者
か
ら
は「
非

常
に
聞
き
や
す
く
、
自
分
ご
と
と

し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

や
児
童
生
徒
保
護
者
、
勤
労
者
代

表
、
高
齢
者
代
表
と
い
っ
た
町
内

各
層
を
代
表
す
る
か
た
に
委
員
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
町
立
病
院
の

現
状
、
課
題
、
将
来
像
な
ど
に
つ

い
て
、
共
に
考
え
、
意
見
交
換
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域

医
療
懇
談
会
を
本
年
９
月
に
初
め

て
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

等
が
抱
え
る
医
療
に
関
す
る
課
題

や
要
望
を
提
供
し
て
も
ら
う
場
と

し
て
、
地
域
医
療
座
談
会
の
開
催

も
今
後
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
町
立
病
院
だ
か
ら
で

き
る
医
療
も
あ
り
ま
す
。
歯
科
の

併
設
に
よ
り
、
診
療
室
ま
で
バ
リ

ア
フ
リ
ー
で
行
け
る
こ
と
に
加

え
、
入
院
時
も
歯
科
治
療
の
協
力

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
虫
歯
治
療
な

ど
を
行
う
歯
科
が
総
合
病
院
内
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
は
他
市
町
と
比

べ
て
も
、
珍
し
い
こ
と
で
す
。
そ

う
し
た
、
町
立
病
院
の
特
徴
も
町

民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き

地
域
の
か
た
に
必
要
と
さ
れ
る
病

院
づ
く
り
に
、
今
後
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

広報おぐに　2022.11
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　小国町赤十字奉仕団（松山茂委員長）では、
町内の環境保全活動の一環として、９月27日
に秋の国道清掃を行いました。
　奉仕団では、新規団員の募集をしています。
活動は、炊き出し訓練や国道清掃、救急法講
習会等と多岐にわたり、町外視察研修や花笠
まつり（山形市）への参加など、とても活気
のある団体です。少しでも興味のあるかたは、
事務局までお問い合わせください。
■問合先　小国町赤十字奉仕団事務局（健康

管理センター内）（☎61ー1000）へ　

環境保全活動　秋の国道清掃実施環境保全活動　秋の国道清掃実施

小国町赤十字奉仕団員募集小国町赤十字奉仕団員募集

　環境に優しい再生可能エネルギーを身近に
感じてもらうことを目的に、10月５日アスモ
西口駐車場を会場に「再エネ☆フェス2022」（主
催：小国エネルギーの地産地消を考える会・
髙橋泰弘会長）が開催されました。会場では
薪ストーブやペレットストーブなどの利用方
法を実際に体験するサウナや露天風呂なども
設置され、来場者を楽しませていました。

再エネ☆フェス202再エネ☆フェス20222

再生可能エネルギーを身近に再生可能エネルギーを身近に

　10月５日、（一社）小国町シルバー人材セン
ター（松山茂理事長）が、団体の活動の普及
の一環として、さいわい荘周辺の除草など町
内４箇所でボランティア作業を行いました。
老人福祉センターの障子の張り替え作業では、
講習会も同時開催されました。参加者は講師
の熟練した技に驚きながらも自宅でも活用で
きるよう、作業方法を覚えようと取り組んで
いました。

小国町シルバー人材センター小国町シルバー人材センター

町内各所でボランティア作業実施町内各所でボランティア作業実施

９月27日秋の国道清掃　参加者
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　ゴミ拾いにスポーツのエッセンスを加え、
競技へと変換させた日本発祥の「スポGOMI」が、
町民広場を主会場に10月16日に開催されまし
た。（主催：町スポーツ推進委員会、町衛生組
合連合会　協力：美しい山形・最上川フォー
ラム）制限時間内に区域内のゴミを拾い、そ
の量と質でポイントを競うチーム対抗戦で行
われた大会には、７チーム34人が出場し、可
燃不燃を合わせ20.5㎏ものゴミが回収され、
その約半分を拾ったTEAMプッツンプリン（青
木伸幸代表）が優勝を勝ち取りました。

スポＧＯＭＩスポＧＯＭＩ

ゴミ拾いはスポーツだ！！ゴミ拾いはスポーツだ！！

　小国小学校５年生が、白い森づくり体験事
業の一環として、置賜森林管理署、小国町森
林組合の指導のもと、10月21日に小国町地内
の町有林で植林体験を行いました。慣れない
作業に苦労しながらも協力して、少花粉スギ
の苗木200本を植林しました。また、スギの木
をチェーンソーで伐採する作業や高性能林業
機械での作業を見学し、その迫力に歓声が上
がっていました。

白い森づくり体験事業白い森づくり体験事業

森林の活用を学ぶ　植林体験森林の活用を学ぶ　植林体験

　10月23日に、やまがた百名山の一つ、百石
山（伊佐領）を会場として森の楽校（主催：
小国町地域教育力・体験活動推進協議会）が
開催されました。親子６人が参加し、木々が
色づき始めた百石山の登山に挑戦しました。
山頂近くの展望台では、遠方にそびえる飯豊
連峰の山々や森に生えるキノコ、百石山にち
なむ伝説などについて教わり、「白い森の国お
ぐに」の自然と歴史にふれました。

森の楽校②　秋の百石山にのぼろう森の楽校②　秋の百石山にのぼろう

郷土の自然と歴史にふれる郷土の自然と歴史にふれる
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大
里
峠
が
開
か
れ
、
江
戸
時
代
に

越
後
米
沢
街
道
が
越
後
と
置
賜
地
方

を
結
ぶ
主
道
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ま
で
は
沖
庭
山
の
田
代
峠

を
越
え
て
小
国
盆
地
に
入
る
の
が
一

般
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
米
沢
藩
の

地
誌
書
『
米
沢
里
人
談
』
で
は
「
戸

を
こ
え
て
、
朝
日
わ
た
り
を
伊
佐

白
子
、
森
越
御
館
す
ぎ
て
小
坂
に
」

と
、
そ
の
古
道
に
つ
い
て
伝
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
荒
川
沿
い
に
あ
る

八
ツ
口
（
現
、
関
川
村
）
か
ら
越
戸

（
「
戸
」
）
に
入
り
、
小
渡
（
「
朝
日
わ

た
り
」
）
、
伊
佐
領
（
「
伊
佐
」）
、
箱

ノ
口
、
綱
木
、
白
子
沢
（
「
白
子
」
）
、

森
残
（
「
森
越
」
）
を
通
り
、
大
館
山

（
「
御
館
」
）
を
越
え
小
坂
（
現
、
飯

豊
町
）
へ
至
る
と
い
う
ル
ー
ト
で
す
。

　

そ
の
古
道
上
に
位
置
し
た
白
子
沢

に
は
、
江
戸
時
代
、
越
後
米
沢
街
道

の
宿
場
も
置
か
れ
、
古
来
、
交
通
の

要
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

集
落
の
中
央
部
高
台
に
鎮
座
す
る

白
子
神
社
。
そ
の
創
建
は
古
く
、
養

老
２
（
７
１
８
）
年
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
『
小
国
の
交
通
』（
小
国
町

誌
編
集
委
員
会
編
、
１
９
９
６
年
）

に
よ
る
と
当
社
は
元
々
、
白
山
を
崇

め
る
白
山
神
社
で
あ
り
、同
書
で
は
、

古
く
に
加
賀
か
ら
越
後
へ
、
そ
し
て

古
道
を
通
っ
て
そ
の
信
仰
が
当
地
に

も
伝
播
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
考

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
白
子
神
社
で
は
春
と
秋
の
例

大
祭
に
町
内
唯
一
、
獅
子
渡
行
（
と

ぎ
ょ
う
）
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
で

注
目
さ
れ
ま
す
。
神
様
を
宿
し
た
獅

子
頭
が
神
社
か
ら
繰
り
出
し
、
笛
太

鼓
に
あ
わ
せ
踊
り
な
が
ら
集
落
を
ね

り
歩
き
、
悪
霊
退
散
や
家
内
安
全
、

五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
す
。
行
列
を
迎

え
る
家
で
は
燈
明
と
御
神
酒
を
用
意

し
、
神
職
に
お
祓
（
は
ら
）
い
を
し

て
い
た
だ
き
、
舞
い
踊
る
御
獅
子
に

御
神
酒
を
捧
げ
る
の
で
す
。

　

御
神
酒
を
た
く
さ
ん
も
ら
っ

た
御
獅
子
は
神
社
に
帰
る
頃
に

は
す
っ
か
り
上
機
嫌
と
な
っ
て

お
り
、
入
り
た
が
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
何
と
か
引
き
入
れ
よ
う

と
す
る
警
固
（
け
い
ご
）
と
、

外
界
で
も
っ
と
遊
ぼ
う
と
し
て

逃
げ
る
御
獅
子
。
そ
こ
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
力
比
べ
に
周
り
か

ら
歓
声
が
飛
び
、
獅
子
渡
行
は

最
高
潮
を
迎
え
ま
す
。

　

『
小
国
の
文
化
財
』（
小
国
町

誌
編
集
委
員
会
編
、
１
９
９
９
年
）

に
よ
る
と
、こ
の
渡
行（
獅
子
舞
）
は
、

明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
、
白
子
神

社
が
旧
村
社
と
さ
れ
、
翌
年
社
殿
を

補
修
し
た
と
き
か
ら
お
こ
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
（
※
注
）。

　

そ
れ
か
ら
約
１
５
０
年
に
わ
た
り

形
態
を
変
え
つ
つ
も
引
き
継
が
れ
て

き
た
白
子
神
社
の
獅
子
渡
行
。
か
つ

て
は
集
落
全
戸
を
回
り
深
夜
か
ら
翌

朝
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
余
興
も
演
じ
ら
れ
る

ほ
ど
盛
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
今

も
祭
り
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
直
会
（
な

お
ら
い
）
の
場
で
は
昔
の
祭
り
や
集

落
の
思
い
出
話
が
語
ら
れ
ま
す
。
そ

▲警固と御獅子の力比べ

神社へ入りたがらない御獅子を警固が掴んで

入れようとする。

の
よ
う
な
祭
の
楽
し
い
記
憶
も
集
落

の
安
寧
（
あ
ん
ね
い
）
を
と
も
に
祈

っ
て
き
た
心
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
も

伝
え
継
い
で
い
き
た
い
大
切
な
地
域

の
宝
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

注　

『
長
井
市
史 

各
論 

第
２
巻　

水

と
文
化
編 

仏
教
彫
刻
編
』（
長
井

市
史
編
纂
委
員
会
編
、
２
０
２
１

年
）
に
よ
る
と
、
当
社
の
獅
子
舞

は
明
治
時
代
に
な
っ
て
長
井
の
方

か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

總
宮
神
社
（
長
井
市
）
へ
も
教
わ

り
に
た
ず
ね
た
よ
う
で
あ
る
。　

　

　
　
　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
）

未
来
に
伝
え
た
い

白
い
森
お
ぐ
に
の

そ
の

白
子
神
社
の
獅
子
渡
行
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「冬を迎える前に」

　　　地域おこし協力隊　欠
かけはた

端　彩
あやの

乃

　小国町の紅葉が素晴らしくて、少しでも秋

が長ければいいのになぁと感じています。

　雪が降ってしまえば、行動に制限がでてき

てしまうため、旧伊佐領小学校の資料館整備

は慌ただしく動いています。

　さて、小国中学校敷地内の旧やまなみ寮と

いう寄宿舎をご存じでしょうか。この建物に

は資料が収蔵・保管されていました。老朽化

により取り壊しが決まり、旧伊佐領小学校に

「新たな活動」

　　　地域おこし協力隊　中
なかはら

原　凌
りょう

　９月から山形県で推進されているやまがた木育プロジェクトに参加しています。やまがた木　９月から山形県で推進されているやまがた木育プロジェクトに参加しています。やまがた木

育とは平成30年に「やまがた木育推進方針」が策定され、子どもからお年寄のかたがたに「森育とは平成30年に「やまがた木育推進方針」が策定され、子どもからお年寄のかたがたに「森

や自然の大切さ、自然との共生の文化の理解、暮らしの中に木を活かす」目的や、「一人ひとりや自然の大切さ、自然との共生の文化の理解、暮らしの中に木を活かす」目的や、「一人ひとり

が森と共に生きていることや、木を活かす暮らしの大切さを理解し、行動を起こすことができが森と共に生きていることや、木を活かす暮らしの大切さを理解し、行動を起こすことができ

７９７９

資料を移設することとなりました。９月には多くのかたの協力を得て、移設作業が完了しました。

　また、９月７日から９日には小国中学校のキャリアスタートウィークが行われ、中学生４人

が教育委員会の仕事を体験しました。資料館に保管される予定の本物の資料を用いて、普段行っ

ている資料調査を一部体験してもらいました。この体験が将来、中学生が自分の興味関心を広

げるきっかけになってくれたら嬉しいです。

る人づくり」を目指す取り組みです。10月上旬にはる人づくり」を目指す取り組みです。10月上旬には

リナワールドで子ども向けのシナの木ストラップ作リナワールドで子ども向けのシナの木ストラップ作

りでスタッフの補助をしました。子どもたちにはスりでスタッフの補助をしました。子どもたちにはス

トラップ作りの体験だけではなく、木への更なる興トラップ作りの体験だけではなく、木への更なる興

味関心を深めるため、シナの木の特徴などをまとめ味関心を深めるため、シナの木の特徴などをまとめ

た紙芝居の読み聞かせも行いました。小国町は県内た紙芝居の読み聞かせも行いました。小国町は県内

でも森林率が高いので、町内でもこうした活動を広でも森林率が高いので、町内でもこうした活動を広

めていければと考えています。めていければと考えています。



令
和
４
年

令
和
４
年  

第
９
回　

小
国
町
議
会
臨
時
会

第
９
回　

小
国
町
議
会
臨
時
会

　

令
和
４
年
第
９
回
臨
時
会
が
10
月

11
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
４

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
が
審
議

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
に

10
億
４
０
６
９
万
３
千
円
を
追
加

　

８
月
豪
雨
で
被
災
し
た
公
共
土
木

施
設
等
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
の
ほ

か
、
国
の
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金

を
活
用
し
て
実
施
す
る
支
援
、
お
よ

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
の
確
保
に
係
る
経
費
等
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

80
億
５
０
０
１
万
２
千
円
と
な
り
ま

す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
価
高
騰
へ
支
援

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
電
気
料
金

や
原
油
価
格
お
よ
び
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
て
、
負
担
が
増
大
し
て
い

る
町
内
福
祉
施
設
等
11
施
設
を
対
象

に
、
子
育
て
環
境
や
福
祉
・
医
療
・

介
護
環
境
の
持
続
的
な
運
営
を
支
援

す
る
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の

提
言
を
図
る
た
め
、
既
存
の
設
備

等
に
代
え
て
、
少
エ
ネ
機
器
設
備
等

を
導
入
す
る
際
の
経
費
を
支
援
す
る

た
め
、
国
の
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付

金
」
を
活
用
し
、
所
要
額
を
追
加
し

ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に

70
万
円
を
追
加

　

五
味
沢
簡
易
水
道
に
お
い
て
、
８

月
豪
雨
に
よ
り
、
水
源
地
か
ら
排
水

池
ま
で
の
導
水
管
５
箇
所
が
、
河
川

洗
堀
に
よ
り
露
出
し
た
た
め
、
復
旧

に
要
す
る
経
費
を
追
加
し
、
補
正
後

の
予
算
総
額
は
３
７
３
８
万
３
千
円

と
な
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
に

６
億
３
４
３
０
万
円
を
追
加

　

８
月
豪
雨
で
浸
水
被
災
し
た
下
水

道
終
末
処
理
場
で
あ
る
小
国
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
汚
水
処
理
に
係
る
設
備
機

器
類
の
復
旧
に
か
か
る
所
要
額
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

10
億
９
１
４
８
万
７
千
円
に
な
り
ま

す
。

　沖庭地区自主防災組織連絡協議会（佐藤孝志会長）は、沖
庭地区全体として地域活動に取り組んできた実績を防災にも
活かし、地域の防災力の維持向上と住みよい地域の創造を目
指して組織されました。
　この度、災害時における効率的な避難体制の確保と平時に
おける訓練等をとおした防災活動に必要な資機材を整備しま
した。これは、自治宝くじ助成事業を活用し整備したものです。
整備した備品は次のとおりです。
ＬＥＤ投光器、電動ドラム、発電機、ガソリン携行缶、ライ
フジャケット、手回し
充電ラジオ、トランシー
バー、メガホン、間仕
切りユニット、防災敷
マット、サバイバルブ
ランケット、段ボール
ベット、エマージェン
シーテント

自治宝くじ助成事業自治宝くじ助成事業
沖庭地区自主防災組織連絡協議会沖庭地区自主防災組織連絡協議会

防災資機材を整備防災資機材を整備

冬季間の灯油購入費の冬季間の灯油購入費の
一部助成を行います一部助成を行います

■申請期間　11月１日㈫～令和５年３
月31日㈮まで（できるだけ２月28日
㈫までの申請にご協力ください。）

■対象要件　令和４年10月１日現在で
小国町に住所を有し、令和４年度
の町民税非課税世帯であり、かつ
65歳以上の高齢者、障害者、母子・
父子家庭、在宅系施設利用者世帯
のかた

■申請場所　健康管理センター
■申請の際に必要なもの
　①申請者本人の印鑑（自著の場合は不要）
　②灯油を購入したことを確認できる

書類(領収書等)※令和４年10月１
日以降に購入したものが対象

　③助成金の指定振込口座を確認でき
る通帳

■問合先　健康福祉課福祉担当
　　　　　（☎61－1000）へ
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踏切名（駅間） 規制内容 通行止め実施期間

霜下（羽前沼沢－伊佐領） 全面通行止め 12月２日㈮～３月25日㈯

松坂（伊佐領－羽前松岡） 全面通行止め 12月２日㈮～３月25日㈯

朝篠（伊佐領－羽前松岡） 車両通行止め（歩行可）12月２日㈮～３月17日㈮

木落（羽前松岡－小国） 全面通行止め 12月２日㈮～３月25日㈯

滝沢（小国－越後金丸） 全面通行止め 12月２日㈮～３月25日㈯

増岡（小国－越後金丸） 全面通行止め 12月２日㈮～３月17日㈮

赤芝（小国－越後金丸） 全面通行止め 12月２日㈮～３月25日㈯

令和４年度　冬季間の交通規制実施踏切道について

■問合先　地域整備課　建設管理室（☎62-2431）へ

令和５年４月からの
新入園児を募集します

■申込期間　令和４年11月15日㈫～21日㈪
　　　　　　【８：30～18：00まで受付をしています】
■申 請 書　
　11月１日㈫から健康福祉課、各保育園で配布します。
■申込方法　新たに利用を希望するかたは、申請書と必要

書類（詳細は配布時に説明します。）を提出してください。
（現在入所している保育園で来年度も継続を希望するか
たは、今回の申込みは不要ですが、後ほどご案内する現
況届の提出時期が例年より約１カ月早まります。）

■申 込 先　 １号認定希望者はすみれ保育園へ
■申 込 先　 ２・３号認定希望者は健康福祉課へ

施設名
認定
区分

定員
対象児童

（R5.4.1現在）

開所時間（延長保育含む）

平日 土曜日

白百合保育園 2・3号 60人 ０～５歳 7：00～19：00 7：00～17：30

【保育所等を利用する場合の認定区分】

認定区分 対象者 主な利用施設・事業 利用できる時間

１号認定
３歳以上のお子さんで、保育を
必要とせず教育を希望する場合

認定こども園（教育部分）
教育標準時間認定

（最低４時間／日）

２号認定
３歳以上のお子さんで、「保育
を必要とする事由」に該当し、
保育を希望する場合

保育所
認定こども園（保育部分）

保育標準時間認定
（最大11時間／日）
保育短時間認定

（最大８時間／日）３号認定
３歳未満のお子さんで、「保育
を必要とする事由」に該当し、
保育を希望する場合

保育所

認定こども園（保育部分）

■保育料（保育所・認定こども園）について
　　町が定める基準に基づき、保護者の課税状況（父母合

算）と児童の年齢により決まります。３～５歳児は国の

制度改正により保育料は無償となりました。

■問合先　健康福祉課福祉担当（☎61－1000）へ

町制施行80周年記念写真展町制施行80周年記念写真展
～写真で振り返る町の歩み～～写真で振り返る町の歩み～

　今年、小国町は昭和17年に町制を施行し

てから80年の節目の年となります。

　そこで、これまでの町の歩みを写真で振

り返る記念写真展を開催します。

　多くの災害に見舞われながらも、たくま

しく暮らしを営んできた町民の姿やまちづ

くりの軌跡を、写真を通じてご覧ください。

■期　間　11月７日㈪～12月２日㈮

■場　所　役場２階ロビー

　　　　　（正面玄関ロビー）

■時　間　８：30～17：15

■問合先

　総務課行政管理室（☎62ー2112）へ

秋の火災予防運動の実施について秋の火災予防運動の実施について

令和４年度全国統一防火標語

「お出かけは マスク戸締り 火の用心」

　11月９日㈬～15日㈫まで秋季火災予防運

動を実施します。運動期間中は、午前７時

と午後７時に防災ラジオから注意喚起が放

送されます。

　８月の豪雨災害により、町内の河川および

消防用水が不足している状態です。今以上に

火災予防に努めましょう。

■問合先　

　町民税務課町民生活担当（☎62－2260）ま

たは消防署小国分署（☎62－2154）へ

施設名
認定
区分

定員
対象児童

（R5.4.1現在）

開所時間（延長保育含む）

平日 土曜日

すみれ保育園
1号 ６人 ３～５歳 9：00～14：00

（14：00以降預かり保育可）
休園

（預かり保育可）

2・3号 60人 ０～５歳 7：15～19：15 7：15～18：15

保育所

認定こども園
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　古いもの、買取致します。
　家や蔵の整理、断捨離や遺品整理など、
　処分の前にご相談ください。
　あなたにとって不要になったものでも、
　次の場所で「物」は生き続けます。
　どうぞお気軽に、電話にてお問い合わせください。

　骨董品・美術品・古道具など

山形県古物商許可第 241080000678 号
（代表中野理絵）

〒993－0052 山形県長井市新町 2番 6号

古道具 か　り　ん tel:(0238)87-3900

広
告

　13,000円分の商品券が10,000円で購入できます。

（１枚当たり1,000円の商品券が13枚）購入は１世

帯50,000円まで（10,000円単位）

■販売額　683万円（10月の販売会の残額）

■購入方法　

　　応募ハガキに必要事項を記入の上、郵送また

はアスモ１階に設置する応募箱に投函してくだ

さい。（応募ハガキはアスモ１階センターコート

に設置（※設置場所の変更がある場合は、店内

に貼り出しいたします。））なお、１世帯あたり

１通限りの申込となります。

■応募期間

　11月５日㈯～10日㈭

　（郵送の場合は10日必着）

■購入者への連絡　

　　期限後、購入者に引換券を送付します。応募

多数の場合は、抽選を行い当選（引換券の送付）、

落選のご連絡をさせていただきます。あらかじ

めご了承ください。

■引換日　

　11月25日㈮９：30～18：00

　11月26日㈯９：30～12：00

　会場：アスモ１階（予定）

■買物券有効期限　令和５年１月31日㈫

■その他　

　　10月の販売会で購入されたかたも再度購入で

きます。使用できる店舗は商工会ホームページ

をご覧ください。

■問合先　小国町商工会（☎62－4146）へ

第２弾のお知らせ第２弾のお知らせ

きらきらお買物券　販売きらきらお買物券　販売

　東北税理士会長井支部では、「税を考える週
間」にあわせて無料税務相談を行います。
　事前に電話での予約をお願いします。
■相談時間　10：00～15：00

開催日 担当税理士 電話番号 場　所

11月　
11日㈮

金田和夫
0238-
88-9159

長井税理士法人
（長井市）

須貝周一
0238-
84-2505

須貝周一税理士事務所
（長井市）

渡邉美津夫
0238-
87-0057

渡邉美津夫税理士事務所
（長井市）

仁科孝
0238-
88-5601

仁科孝税理士事務所
（長井市）

小関悠司
0238-
87-3777

小関悠司税理士事務所
（白鷹町）

11月　
14日㈪

長沼安義
0238-
72-2400

長沼安義税理士事務所
（飯豊町）

海老名信乃
0238-
85-4548

海老名信乃税理士事務所
（白鷹町）

坂本英俊
080-
5570-6903

坂本英俊税理士事務所
（長井市）

奈良崎幸司
0238-
84-2505

須貝周一税理士事務所
（長井市）

大嶋雄生
0238-
87-1415

大嶋雄生税理士事務所
（小国町）

「税を考える週間」「税を考える週間」
無料税務相談無料税務相談

河川の支障木を利用しませんか河川の支障木を利用しませんか

　山形県では、河川管理上支障となる樹木の伐
採協力者を募集します。現場条件により、支障
木の伐採・利用について、経費の一部を補助し
ます。（県の基準による）伐採箇所・申込方法等
の詳細は、県ホームページをご覧ください。
■対象者　

　自ら支障木を伐採・利用するかた

　（団体・企業・個人等）

■対象河川　荒川（大字越中里地内）

■申込期限　11月14日㈪～25日㈮

■申込・問合先　
　置賜総合支庁建設部西置賜河川砂防課工事・

維持調査担当（☎0238－88－8234）へ
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除 雪 機 の あ る 幸 せ

合資会社 山佐  佐藤農機店
コスモ石油 小国給油所 東北運輸局認証工場

〒999-1511 山形県西置賜郡小国町大字玉川361－3
TEL.0238-64-2320  FAX.0238-64-2322
クボタ農業機械 除雪機 汎用パワーツール販売・整備

広
告

下水道への加入および下水道への加入および
地下水併用の使用料金について地下水併用の使用料金について

　下水道は、悪臭や害虫発生防止など居住空間

の改善に効果がありますので、ぜひ下水道への

加入をご検討ください。

　なお、加入の際に納入いただく受益者負担金

は下表のとおりです。

供用開始

からの年数
金額（円） 該当区域

３～５年以内 150,000 大字兵庫舘地内（一部）

６～７年以内 180,000 大字小国町地内（一部）

８年以降 220,000 上記以外の下水道供用区域

　また、既に下水道に加入いただいており、か

つ地下水を使用している皆さんにつきましては、

一緒に生活されているかたの人数により下水道

の使用料金を設定しています。

　転出入や出生、死亡等、世帯人数に異動が生

じた際は手続きが必要となりますので、ご確認

をお願いします。

世帯人数 調整水量 下水道料金（税込）

１人 10㎥ 1,650円

２人 16㎥ 2,640円

３人 20㎥ 3,300円

４人 24㎥ 3,960円

５人 27㎥ 4,455円

※５人以上は一人につき、３㎥を追加（165円/１㎥）

※上水道使用量が調整水量を超えた場合は、そ

の使用水量によって下水道料金が加算されます。

■問合先　地域整備課水道業務担当

　　　　　（☎62ー2431）へ

山形県後期高齢者医療広域連合から山形県後期高齢者医療広域連合から

「医療費のお知らせ」のご案内「医療費のお知らせ」のご案内

　山形県後期高齢者医療広域連合の被保険者へ治
療等にかかった医療費について確認いただくた
め、「医療費のお知らせ」を下記のとおり発行し
ます。
■発行時期　令和５年１月下旬
■掲載内容　
   令和３年11月から令和４年10月までに受診した医

療機関等の診療年月・医療費総額等
■その他　
　　令和４年11月・12月受診分については、掲載

されないため、確定申告等に使用する場合は、
別途「医療費控除の明細書」を記載する必要が
あります。詳しくは、町民税務課課税担当（☎
62-2403）へ

■問合先　
　山形県後期高齢者医療広域連合事業課給付係
　（☎0238-84－7100）へ

排水設備工事責任技術者登録更新のお知らせ排水設備工事責任技術者登録更新のお知らせ

　山形県下水道協会に登録している責任技術者で、
登録の有効期限が令和５年３月31日までのかたは、
更新手続きが必要です。
■該当者
　登録有効期限が令和５年３月31日までのかた
■必要手続
　①登録更新の申請　②更新講習会の受講
　（※新型コロナ感染拡大防止のため、書面による
　 講習会に変更となる場合があります。）
■更新申請期間　11月１日㈫～30日㈬（㈯㈰㈷除く）
■申請受付・問合先　地域整備課水道業務担当
　　　　　　　　　　（☎62ー2431）へ

広報おぐに　2022.11
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
４
階
）

■
対
象　

世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

11
月
10
日
㈭

◎
入
居
時
期　

12
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管
理

担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
地
域
学
講
座

「
歴
史
を
た
ど
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
の
ご
案
内

■
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員

会

生

涯

学

習

担

当
（

☎

62
‐

２
１
４
１
）
へ　

　

令
和
４
年
度
よ
り
「
収
入
保
険
制

度
」
に
新
規
加
入
し
た
農
家
の
か
た

と
農
業
法
人
に
対
し
、
県
と
町
が
協

調
し
て
掛
捨
保
険
料
の
一
部
を
助
成

い
た
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

〈
共
通
〉
12
月
31
日
ま
で
に
収
入
保

険
に
新
規
加
入
し
て
い
る
こ
と

　

〈
個
人
〉
保
険
期
間
が
令
和
５
年
１

月
か
ら
令
和
５
年
12
月
で
あ
る
こ
と

　

〈
法
人
〉
開
始
す
る
保
険
期
間
が
令

和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

３
月
31
日
内
で
あ
る
こ
と

※
収
入
保
険
加
入
後
に
申
し
込
み
を

取
り
消
し
た
場
合
は
、
補
助
金
の

返
還
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
金　

掛
捨
保
険
料
の
保
険
料

実
費
相
当
額
ま
た
は
３
万
円
の
い

ず
れ
か
低
い
額

■
申
込
締
切　

令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

■
申
込
・
問
合
先　

産
業
振
興

課

農

地

調

整

担

当
（

☎

62
‐

２
４
０
８
）、
ま
た
は
県
農
業
共
済

組
合
置
賜
支
所
（
☎
０
２
３
８
‐

37
‐
５
７
０
０
）
へ

小
国
町
収
入
保
険
新
規
加
入

緊
急
奨
励
事
業
の
ご
案
内

龍
正
寺
（
種
沢
）
と
円
長
寺
（
朝

篠
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
数
々
の
文

化
財
を
拝
見
し
、
そ
の
由
緒
や
歴
史

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
日
時　
　

　

11
月
12
日
㈯
８
時
45
分
～
12
時

■
集
合
解
散
場
所

　

お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
現

地
へ
は
車
で
移
動
、
た
だ
し
種
沢

～
朝
篠
間
は
徒
歩
移
動
）

■
定
員　

町
内
在
住
の
か
た
10
人

■
申
込
締
切　

11
月
10
日
㈭

■
参
加
費　

無
料

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

入札日 工　事　名
施行
場所

工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R4.10.14
令和４年度林道樽口峠線
舗装改良工事

小玉川 R4.12.20 6,570,000 玉川開発㈱ 6,100,000

R4.10.14

令和４年度社会資本整備
総合交付金事業町道西田
沢頭線門前橋橋梁設計業
務委託

田沢頭 R5.3.30 11,500,000
大日本コンサ
ルタント㈱
山形営業所

11,000,000

R4.10.14
令和４年度町立小国中学
校寄宿舎解体工事

岩井沢 R4.12.26 12,454,000 ㈱船山工務店 11,800,000

入札結果情報（令和４年９月21日～令和４年10月20日実施） 単位（円）
休館日 

毎週月曜日・祝日
～新着図書～

◇おいしいごはんが食べられますように
　高瀬隼子
◇夜に星を放つ
　窪美澄
◇朝日新聞政治部
　鮫島浩
◇目の見えない白鳥さんアートを見に行く
　川内有緒
◇700人の村がひとつのホテルに
　島田俊平

２
０
２
２
西
置
賜
企
業
見
学

ツ
ア
ー
＆
面
接
会
の
ご
案
内

　

一
般
求
職
者
向
け
に
企
業
見
学
を

し
て
就
職
面
談
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

　

①
長
井
コ
ー
ス　

11
月
14
日
㈪

　

②
白
鷹
・
飯
豊
コ
ー
ス　

11
月
18
日
㈮

　

③
小
国
コ
ー
ス　

11
月
21
日
㈪

■
内
容　

企
業
見
学
９
時
15
分
～

　

就
職
面
談
13
時
30
分
～

■
会
場　

①
②
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
長
井
市
）
③
ア
ス
モ

■
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井
（
☎

０
２
３
８
‐
84
‐
８
６
０
９
）
へ

人
権
啓
発
講
演
会
開
催
の
ご

案
内

■ 

演
題　

困
難
と
闘
う
す
べ
て
の
人
へ

～
「
だ
か
ら
無
理
」
よ
り
「
じ
ゃ
あ

ど
う
す
る
」
の
方
が
面
白
い
!!
～

■
講
師　

大
胡
田
誠
弁
護
士

■
日
時　

11
月
13
日
㈰

　

開
場
12
時
15
分　

開
演
13
時

■
会
場　

川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ

ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

■
参
加
費
等　

入
場
無
料
・
予
約
不
要

■
問
合
先　

人
権
擁
護
委
員
佐
々

木
達
哉(
東
原)

（
☎
０
９
０
‐

７
２
７
９
‐
０
１
３
１
）
へ
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今月の納税
　�　11月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前
日まで、指定の口座に入金し
てください。

●1 1月 2 8日㈪　水道料

●1 1月 3 0日㈬　

　国民健康保険税、後期高齢者医

療保険料、介護保険料、下水道

料、簡易水道料、住宅使用料、

保育料、児童福祉使用料

■問合先　町民税務課税政管理室

　　　　　（62－2403）へ

２０２２．１１

　
1111月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を
掲載しています。

※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は10月20日現在でハローワー
クへ登録された求人のうち、小国町を
おもな就業先としている求人情報です。
既に雇用が確定している場合もありま
すので、ご了承ください。求人情報の
詳細については、ハローワーク長井（☎
84－8609）へ

■11月の広場日程　

休日当番担当歯科医のお知らせ

11月３日㈭ 米沢　足立歯科医院 0238－23－4182 11月20日㈰ 長井　西原歯科医院 0238－84－7722

11月６日㈰ 高畠　ますぶちデンタルクリニック 0238－52－0014 11月23日㈬ 米沢　ウッディ歯科 0238－49－8220

11月13日㈰ 米沢　たいら歯科医院 0238－40－8404 11月27日㈰ 南陽　桜井歯科医院 0238－43－2125

曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金 ９：30～11：30・13：00～15：30
（水・金は午後のみ。火・木の午前は健康管理センター）

不要

子

育

て

講

座

ヨガ 11/８㈫10：20～11：20・健康管理センター
※動きやすい服装でズック・タオル・飲み物をお持ちください。

要

エアロビクス 11/17㈭10：20～11：20・健康管理センター
※動きやすい服装でズック・タオル・飲み物をお持ちください。

要

１．各健診の日程等

　■３・４カ月児健診
　・期　　日　11月４日㈮　
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　Ｒ４年６月、７月生まれ

　■９・10カ月児健診
　・期　　日　11月４日㈮　
　・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　Ｒ３年12月、Ｒ４年１月生まれ

２．場　所　健康管理センター

３．その他　母子健康手帳を持参ください。

４．問合先　
　健康管理センター（☎61－1000）へ

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

クアーズテック㈱

小国事業所

購買担当（包装・梱包） １人

８：20～17：10

一般事務（品質管理担当） ２人

経理担当 １人

製造事務（工務・インフラ担当） ３人

総務担当 １人

オペレーター／加工機オペレーター、組立、研磨、洗浄業務 ８人 ０：20～８：50他

小国町森林組合 菌床なめこ栽培、缶詰製造加工等（急募） ２人 ８：00～17：00

㈱ビーネックステクノロジーズ仙台オフィス 半導体部材製造設備の生産技術業務 １人 ８：20～17：10

㈱白い森調剤薬局 薬剤師 １人 ８：30～17：30

クアーズテック長崎㈱

製造技術担当業務 １人

８：20～17：10品質管理業務 １人

オペレーター ３人

グローバルウェーハズ・ジャパン㈱小国結晶センター 製造担当 ３人 ８：20～16：35他

㈱アウトソーシング庄内営業所（派）シリコン製品の製造、機械操作 ３人 ８：20～16：50他

遠藤建設㈱

土木施工管理技士 １人

８：00～17：00重機オペレーター １人

一般作業員 ２人

㈱山芳工務店 電気設備工 ３人 ９：00～18：00

㈱コメリ 販売・店舗運営職（リージョナル社員） １人 ８：45～18：00他

山和建設㈱

ガソリンスタンド業務（急募） １人
交替制（シフト制）または

７：00～19：00の間の９時間程度

１級土木施工管理技士・１級建築施工管理技士 ３人
８：00～17：00

２級土木施工管理技士・２級建築施工管理技士 ３人

ひさご電材㈱ 電線加工・検査 ２人 ８：30～17：30

㈲小国技研 ボーリング洗浄工および作業管理補助 ２人 ８：00～17：00

日本重化学工業㈱

山形事業所小国工場

電子材料の製造等スタッフ 20人
８：15～17：15他

電子材料の製造等スタッフ（契約社員） 10人

電子材料の製造等スタッフ（アルバイト） ２人 ８：15～17：15

おぐに白い森㈱
フロント業務員 ２人 ６：30～16：00他

清掃員 ２人 ９：00～12：00

㈱あけぼの健康ネット 運転手 １人 ８：30～17：30の間の５時間程度

小国食糧㈱（栄町市場） 一般販売員 １人 ９：30～18：00

㈱メフォス北日本

東北事業部山形支店
（請）調理員（小国町社員食堂）

１人 10：00～14：30（実働3.5時間）

１人 ９：30～15：30（実働５時間）

１人 ８：30～17：00（実働7.5時間）

㈱Excel 買場景品買取 １人 11：00～17：00他

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた　　　　
■利用時の注意点　
　・マスクの着用をお願いします。
　・平熱より１度高い場合は発熱となり利用できません。
　・体調の悪い場合は、利用できません。　
■その他　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談

に応じています。
■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）へ

17

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、掲載されているイベントが中止・延期になる場合があります。新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、掲載されているイベントが中止・延期になる場合があります。

開催状況については、各問合先に確認してください。開催状況については、各問合先に確認してください。



　

職
場
の
窓
か
ら

外
に
目
を
向
け
る

と
、
木
々
の
色
づ

き
が
進
み
、
紅
葉

が
綺
麗
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
11
月
１

日
に
小
国
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
サ
イ
ズ

に
対
応
し
た
、
見
や
す

い
サ
イ
ト
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。
広
報
・
Ｈ
Ｐ

と
も
に
、
今
後
も
見
や

す
い
記
事
づ
く
り
を
心

が
け
ま
す
。（
仁
科
）

編集後記

あいべイベント11月の

■申込・問合先

　　（☎62－5808）へ

■日　時　　11月22日㈫　10：00～12：00 

■対象者　　どなたでも

■参加費　　１回100円（保険料込）

■持ち物　　室内シューズ、飲み物等。

■申込締切　11月18日㈮

特定非営利活動法人
結婚おめでとうございます。

戸籍のまど戸籍のまど

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和４年９月30日現在）

人口　男・・・3,498人�（－10）
　　　女・・・3,487人�（－９）
　　　計・・・6,985人�（－19）
世帯数　　　3,025世帯�（＋３）

（ ９ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

伊 藤

伊 藤

田 村

渡 邊

髙 橋

佐 藤

栗 田

梅 津

安 部

佐 藤

金

髙 橋

舟 山

松 山

佐 藤

玉 川

玉 川

西

兵 庫 舘

緑 町

足水中里

尻 無 沢

越 中 里

小国小坂町

大 滝

若 山

幸 町

大 宮

緑 町

大 滝

秀

忠 吾

武 雄

純 子

光 子

祐 吉

マツ子

直

大 二

セツ子

武 男

明

ハルエ

忠 助

久 衛

（71）

（76）

（68）

（83）

（94）

（93）

（87）

（84）

（85）

（79）

（94）

（62）

（88）

（89）

（82）

あけぼの 奏
そ う す け

佑髙 橋
牧 人
さ や か（

太 陽
みゅう奈（ 岩 間

今
舟 渡
舟 渡

相　談

▽年金相談▽年金相談

■日　時　11月16日㈬10：30～13：30

■場　所　役場

■対応者　米沢年金事務所職員

■申込・問合先　町民税務課住民窓口担当へ

▽人権相談▽人権相談

■日　時　12月２日㈮10：00～15：00

■場　所　おぐに開発総合センター

■対応者　人権擁護委員

■申込・問合先　町民税務課住民窓口担当へ

▽行政相談▽行政相談

■日　時　11月５日㈯13：00～15：00

　　　　　12月３日㈯13：00～15：00

■場　所　役場

■対応者　行政相談委員　林公子氏

■申込・問合先　町民税務課町民生活担当へ

▽弁護士無料法律相談▽弁護士無料法律相談

■日　時　12月２日㈮10：00～15：00

■場　所　おぐに開発総合センター

■対応者　町顧問弁護士

■申込・問合先　町民税務課町民生活担当へ
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 62－2330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス http://www.ogunibyoin.jp/



　

10
月
19
日
㈬
２
年
生
18
人

が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
マ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

小
国
町
・
県
内
の
多
様
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

地
域
の
大
人
18
人
か
ら
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

は
、
一
対
一
に
よ
る
対
話
形

式
で
８
分
程
度
の
話
し
合
い

を
繰
り
返
し
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
の
よ
う
に
次
々
と
相
手

を
変
え
て
い
く
ワ
ー
ク
手
法

で
す
。
多
く
の
地
域
の
大
人

と
対
話
す
る
こ
と
で
、
高
校

生
か
ら
は
「
視
野
が
広
が
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

今
回
は
２
年
生
の
加
藤
裕

樹
さ
ん
と
今
向
日
葵
さ
ん
が

取
り
組
ん
で
い
る
マ
イ
プ
ロ

を
紹
介
し
ま
す
。

挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～ 

小
国
高
校
魅
力
化
通
信
⑲ 

～

！！
【
令
和
４
年
度
ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
】

　私は小さい頃から山が好きなのですが、

最近は山が好きな人が減ってきているよう

に感じます。そこで絵本・４コマ漫画・紙

芝居など、オリジナルのキャラクター・ス

トーリーを作って、若い世代に山の魅力を

知ってほしいと思いました。子どもから大

人まで楽しめるような作品にしたいです。

今はイノシシのキャラをデザインしていま

すが、なかなか苦戦しています。

　テーマ設定のきっかけは、都道府県知

名度ランキングで山形県が下位であるこ

とを知ったことです。テレビでも山形県

のことはなかなか放送されないなぁと

思っていました。そこで僕の好きな仮面

ライダーのような、山形県のローカルヒー

ローを作って知名度を上げたいと思いま

した。今は置賜地区のヒーローをデザイ

ン中です。小国町・飯豊町・川西町のデ

ザインは完成間近です。

僕のマイプロのテーマは「山形県のローカルヒーローを作る」

私のマイプロのテーマは「本で山の楽しさを伝える」

加藤裕樹さん

今向日葵さん
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●小国町役場　☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●総務課　　　　　　　　　☎ 62－2112
●観光経済室　　　　　　　☎ 62－2416
●住民窓口担当／町民生活担当　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

●総合政策課　　　　　　☎62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●国保医療担当　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景
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㊴　ＪＲ米坂線、国道113号沿いに並ぶ沼沢地区

　山の谷間に位置し、ＪＲ米坂線、国道113号、横川が並んで位置し、住家がその間に建てられて
いる沼沢地区。古くから交通の要所として、多くの人々がこの地を通りました。
　集落内のＪＲ米坂線沼沢駅には、８月３日の大雨で被災したＪＲ米坂線の車両が行き場を失い、
現在も停車したままとなり、見慣れない景色が広がっています。ＪＲ米坂線が１日も早く復旧し、
また列車が走り抜ける風景が見れることが期待されます。
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